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　多
伎
小
学
校
の
児
童
た
ち
は
9
月
20
日
、
5
月
に
田

植
え
を
行
っ
た
田
ん
ぼ
で
稲
刈
り
と
ハ
デ
干
し
作
業
を

体
験
し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
同
小
学
校
や
地

元
農
家
、
J
A
な
ど
で
構
成
す
る
多
伎
小
学
校
食
農
教

育
推
進
実
行
委
員
会
が
企
画
。
田
植
え
や
稲
刈
り
の
体

験
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
故
郷
へ
の
愛
着
と
農
業

や
食
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
た
い
と
平
成
31
年
か

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　児
童
た
ち
は
、
河
南
営
農
セ
ン
タ
ー
の
山
根
泰
成
セ

ン
タ
ー
長
か
ら
鎌
を
用
い
た
安
全
な
刈
り
取
り
方
の
説

明
を
受
け
た
の
ち
、
手
作
業
に
よ
る
稲
刈
り
に
挑
戦
。

ま
た
、
稲
刈
り
後
に
は
束
ね
た
稲
を
ハ
デ
場
に
か
け
る

ハ
デ
干
し
作
業
も
体
験
し
ま
し
た
。
収
穫
し
た
お
米
の

一
部
は
小
学
校
で
の
調
理
実
習
な
ど
で
使
用
さ
れ
る
予

定
で
、
参
加
し
た
児
童
は
「
い
つ
も
食
べ
て
い
る
お
米

が
、
稲
刈
り
だ
け
で
こ
ん
な
に
大
変
だ
と
は
思
わ
な

か
っ
た
」「
稲
刈
り
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
、
も
っ
と
や

り
た
い
」
な
ど
、
米
作
り
の
大
変
さ
と
自
分
た
ち
が
植

え
た
苗
が
稲
に
な
り
収
穫
す
る
喜
び
を
話
し
ま
し
た
。

稲
刈
り
を
体
験

多
伎
小
学
校

　J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
と
同
斐
川
地
区
本

部
は
9
月
25
日
に
出
雲
市
役
所
を
訪
れ
、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
計
73
基
、
ポ
ー
ル
コ
ー
ン
計
25
本
を
贈
呈

し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
同
J
A
と
J
A

共
済
連
島
根
、
一
般
財
団
法
人
島
根
県
農
協
共
済

福
祉
事
業
団
が
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
も
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
に
合
わ
せ
て
実
施
。
贈
呈
式
で
は
、
出
雲
地
区
本

部
の
坂
本
満
本
部
長
と
斐
川
地
区
本
部
の
伊
勢
雅
和
本

部
長
が
、
趣
意
書
と
目
録
を
飯
塚
俊
之
出
雲
市
長
へ
手

渡
し
ま
し
た
。

　贈
呈
に
際
し
坂
本
本
部
長
は
「
安
全
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
飯
塚
市
長
は
「
交
通
事
故
の
な

い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
寄
贈
い
た
だ
い
た
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
を
し
っ
か
り
と
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
」
と
話
し
ま
し
た
。

　J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
多
伎
い
ち
じ
く
生
産
部
会

は
9
月
4
日
に
出
雲
市
役
所
を
訪
れ
、
飯
塚
俊
之
出
雲
市

長
に
い
ち
じ
く
の
生
果
と
干
し
い
ち
じ
く
な
ど
の
加
工
品

セ
ッ
ト
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
同
部
会
の
立
脇
渉
部
会
長
ら

部
会
役
員
と
J
A
職
員
が
飯
塚
市
長
と
面
会
。
出
荷
最
盛

期
を
迎
え
た
今
年
産
い
ち
じ
く
の
生
育
状
況
や
出
荷
状
況

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　今
年
産
は
、
春
先
の
低
温
に
よ
り
平
年
に
比
べ
や
や
生

育
が
遅
れ
た
も
の
の
、
着
果
量
は
十
分
。
雨
不
足
に
よ
り

小
玉
化
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
例
年
並
み
の
玉
太
り
で

糖
度
の
乗
っ
た
高
品
質
な
い
ち
じ
く
に
仕
上
が
っ
て
い
ま

す
。
い
ち
じ
く
を
試
食
し
た
飯
塚
市
長
は
、「
み
ず
み
ず

し
く
、
甘
み
も
あ
っ
て
と
て
も
お
い
し
い
」
と
話
し
、
今

後
の
更
な
る
販
売
拡
大
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。
立
脇
部

会
長
は
「
今
年
は
甘
み
も
強
い
が
酸
味
も
あ
り
、
味
の
バ

ラ
ン
ス
が
と
て
も
良
い
仕
上
が
り
に
な
っ
て
い
る
。
多
く

の
方
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　J
A
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
中
部
地
区
は
9
月
9
日
、ラ

ピ
タ
本
店
2
階
の
ふ
れ
あ
い
の
家「
縁
」に
て
、お
に
ぎ
り

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、家

の
光
三
誌
拡
大
運
動
の
一
環
と
し
て
、「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」8

月
号
付
録「
日
本
の
食
と
農
B
O
O
K
」を
活
用
し
、お
に

ぎ
り
を
テ
ー
マ
に
開
催
。当
日
は
、同
地
区
8
支
部
か
ら
女

性
部
員
や
J
A
職
員
が
参
加
し
、各
支
部
が
持
ち
寄
っ
た

ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
、お
に
ぎ
り
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

ま
た
、同
女
性
部
役
員
に
よ
っ
て「
家
の
光
」掲
載
記
事
を

参
考
に
し
た
味
噌
汁
も
振
る
舞
わ
れ
、参
加
者
た
ち
は
各

支
部
の
お
に
ぎ
り
と
と
も
に
そ
の
味
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　審
査
は
、同
地
区
支
店
長
5
人
が
担
当
。「
味
」「
見
た
目
」

「
ア
イ
デ
ア
」「
作
り
や
す
さ
」の
4
項
目
か
ら
評
価
が
行
わ

れ
ま
し
た
。審
査
の
結
果
、最
優
秀
賞
は
四
絡
支
部
、優
秀

賞
は
今
市
支
部
と
大
津
支
部
が
受
賞
。

審
査
員
長
を
務
め
た
佐
藤
康
弘
ブ
ロ
ッ

ク
長
は「
ど
れ
も
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て

お
り
、食
べ
や
す
く
、甲
乙
つ
け
が
た
い

も
の
で
し
た
」と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、同
地
区
の
錦
織
文

子
地
区
長
は「
誰
で
も
手

軽
に
作
る
こ
と
が
で
き

る
お
に
ぎ
り
を
家
庭
だ

け
で
な
く
、地
域
の
集
ま

り
な
ど
様
々
な
場
面
で

活
用
し
、米
の
消
費
拡
大

に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」と

話
し
ま
し
た
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・

ポ
ー
ル
コ
ー
ン
出
雲
市
へ
贈
呈

J
A
し
ま
ね
多
伎
い
ち
じ
く
生
産
部
会
　

出
雲
市
長
へい
ち
じ
く
贈
呈

J
A
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
中
部
地
区

お
に
ぎ
り
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

　J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
は
、
8
月
か
ら
9
月
に

か
け
て
「
J
A
し
ま
ね
出
雲
や
す
ら
ぎ
会
高
齢
者
対
策

リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
」
を
計
4
会
場
で
行
い
ま
し
た
。

　こ
の
研
修
は
、
J
A
が
行
う
高
齢
者
福
祉
活
動
へ
の

理
解
促
進
と
基
本
的
な
知
識
の
習
得
を
目
的
と
し
た
も

の
で
、
平
成
27
年
か
ら
同
地
区
本
部
独
自
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
「
ブ
ロ
ッ

ク
研
修
」
と
同
時
開
催
と
し
、
同
会
の
会
員
を
含
む
約

80
人
が
受
講
。
当
日
は
、
健
康
運
動
指
導
士
の
山
根
千

恵
美
さ
ん
か
ら
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
活
か
せ
る
楽
し

い
体
操
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
学
び
、
受
講
者
全
員

で
身
体
を
動
か
し
た
ほ
か
、
出
雲
市
各
消
防
署
に
よ
る

「
救
急
法
・
救
急
入
門
コ
ー
ス
」
の
講
習
で
は
、
成
人
へ

の
心
肺
蘇
生
法
や
A
E
D
の
実
技
講
習
な
ど
、
万
が
一

の
事
態
へ
の
対
応
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
と
い
ず
も
和
牛
改
良
組

合
は
9
月
12
日
、
佐
田
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
令
和
7
年
度

の
和
牛
共
進
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　こ
の
共
進
会
は
、
家
畜
改
良
の
現
況
と
指
導
の
成
果

を
把
握
し
、
今
後
の
改
良
と
指
導
の
あ
り
方
を
検
討
す

る
と
共
に
、
生
産
者
に
は
実
物
を
展
示
し
改
良
の
方
向

を
明
示
す
る
目
的
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
管

内
各
地
域
か
ら
、
和
牛
メ
ス
子
牛
12
頭
と
和
牛
種
畜
11

頭
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。
暑
さ
が
厳
し
い
中
で
も
生

産
者
と
牛
た
ち
は
全
力
を
尽
く
し
、
厳
正
な
審
査
の
結

果
、
子
牛
の
部
で
は
高
松
地
区
の
安
田
芳
美
さ
ん
の
出

品
牛
が
、種
畜
の
部
で
は
高
浜
地
区
の
農
事
組
合
法
人
や

し
ま
営
農
組
合
の
出
品
牛
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

出
雲
地
区
本
部
和
牛
共
進
会
開
催

安
田
さ
ん
、や
し
ま
営
農
組
合

出
品
牛
最
優
秀

J
A
し
ま
ね
出
雲
や
す
ら
ぎ
会

高
齢
者
対
策
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
を
開
催

左から伊勢本部長、
飯塚市長、坂本本部長

稲刈りをする児童たち

左から飯塚市長、立脇部会長、島林副部会長

消防隊員から心肺蘇生法を学ぶ参加者

おにぎりを作る女性部員とJA職員

愛情込めて育てた牛を披露する生産者たち

子牛の部最優秀賞
安田芳美さん

種畜の部最優秀賞
農事組合法人やしま営農組合

ほ
っ
と
で
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
満
載
！

いずもほっとニュースいずもほっとニュース
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拡
大
運
動
の
一
環
と
し
て
、「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」8

月
号
付
録「
日
本
の
食
と
農
B
O
O
K
」を
活
用
し
、お
に

ぎ
り
を
テ
ー
マ
に
開
催
。当
日
は
、同
地
区
8
支
部
か
ら
女

性
部
員
や
J
A
職
員
が
参
加
し
、各
支
部
が
持
ち
寄
っ
た

ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
、お
に
ぎ
り
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

ま
た
、同
女
性
部
役
員
に
よ
っ
て「
家
の
光
」掲
載
記
事
を

参
考
に
し
た
味
噌
汁
も
振
る
舞
わ
れ
、参
加
者
た
ち
は
各

支
部
の
お
に
ぎ
り
と
と
も
に
そ
の
味
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　審
査
は
、同
地
区
支
店
長
5
人
が
担
当
。「
味
」「
見
た
目
」

「
ア
イ
デ
ア
」「
作
り
や
す
さ
」の
4
項
目
か
ら
評
価
が
行
わ

れ
ま
し
た
。審
査
の
結
果
、最
優
秀
賞
は
四
絡
支
部
、優
秀

賞
は
今
市
支
部
と
大
津
支
部
が
受
賞
。

審
査
員
長
を
務
め
た
佐
藤
康
弘
ブ
ロ
ッ

ク
長
は「
ど
れ
も
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て

お
り
、食
べ
や
す
く
、甲
乙
つ
け
が
た
い

も
の
で
し
た
」と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、同
地
区
の
錦
織
文

子
地
区
長
は「
誰
で
も
手

軽
に
作
る
こ
と
が
で
き

る
お
に
ぎ
り
を
家
庭
だ

け
で
な
く
、地
域
の
集
ま

り
な
ど
様
々
な
場
面
で

活
用
し
、米
の
消
費
拡
大

に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」と

話
し
ま
し
た
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・

ポ
ー
ル
コ
ー
ン
出
雲
市
へ
贈
呈

J
A
し
ま
ね
多
伎
い
ち
じ
く
生
産
部
会
　

出
雲
市
長
へい
ち
じ
く
贈
呈

J
A
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
中
部
地
区

お
に
ぎ
り
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

　J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
は
、
8
月
か
ら
9
月
に

か
け
て
「
J
A
し
ま
ね
出
雲
や
す
ら
ぎ
会
高
齢
者
対
策

リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
」
を
計
4
会
場
で
行
い
ま
し
た
。
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は
、
J
A
が
行
う
高
齢
者
福
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動
へ
の

理
解
促
進
と
基
本
的
な
知
識
の
習
得
を
目
的
と
し
た
も

の
で
、
平
成
27
年
か
ら
同
地
区
本
部
独
自
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
「
ブ
ロ
ッ

ク
研
修
」
と
同
時
開
催
と
し
、
同
会
の
会
員
を
含
む
約

80
人
が
受
講
。
当
日
は
、
健
康
運
動
指
導
士
の
山
根
千

恵
美
さ
ん
か
ら
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
活
か
せ
る
楽
し

い
体
操
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
学
び
、
受
講
者
全
員

で
身
体
を
動
か
し
た
ほ
か
、
出
雲
市
各
消
防
署
に
よ
る

「
救
急
法
・
救
急
入
門
コ
ー
ス
」
の
講
習
で
は
、
成
人
へ

の
心
肺
蘇
生
法
や
A
E
D
の
実
技
講
習
な
ど
、
万
が
一

の
事
態
へ
の
対
応
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
と
い
ず
も
和
牛
改
良
組

合
は
9
月
12
日
、
佐
田
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
令
和
7
年
度

の
和
牛
共
進
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
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進
会
は
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改
良
の
現
況
と
指
導
の
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の
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討
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共
に
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生
産
者
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実
物
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展
示
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改
良
の
方
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明
示
す
る
目
的
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
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内
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地
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か
ら
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和
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種
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出
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あ
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ま
し
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産
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力
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尽
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正
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審
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果
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牛
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部
で
は
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地
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安
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さ
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出

品
牛
が
、種
畜
の
部
で
は
高
浜
地
区
の
農
事
組
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法
人
や

し
ま
営
農
組
合
の
出
品
牛
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
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催
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農
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品
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優
秀

J
A
し
ま
ね
出
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や
す
ら
ぎ
会

高
齢
者
対
策
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
を
開
催
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っ
と
で
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が
満
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いずもほっとニュースいずもほっとニュース
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　JA しまね出雲女性部は 8 月 28 日、一般社団法人家の
光協会西日本普及文化局の小出繁副局長と佐々木あやめさ
んを講師に招き、家の光活用研修会を開催しました。この
研修会は、家の光の内容を理解し、女性部活動をより楽し
く充実したものにしてもらう目的で毎年行っているもの。
当日は午前と午後の2回に分けて実施し、同女性部員や
JA職員など約100人が参加しました。
　研修会では家の光 8 月号を用いて、「レッツ家活」と題
した「家の光」の活用方法について学習。「家の光」を読

むことで農業やJA、女性組織の現状を学べること、記事
を積極的に活用する重要性や協同の大切さなど、家の光を
読むべき理由について説明がありました。
　また、「家の光」創刊100周年を記念したダンスコンテ
スト「家の光100ダン」にも参加し、全員で身体を動か
したほか、家の光 3 月号掲載の「チョウと花のチャーム
バンド」作りにも挑戦しました。同女性部の浦部えつ子部
長は「研修会で学んだことを地域の方にも伝え、女性部の
発展と仲間づくりにつなげてほしい」と話しました。

県出雲合同庁舎
研修ほ場（浜町）

会　場

座学･栽培研修
研修内容

ぶどう
チャレンジ講座
ぶどう
チャレンジ講座

JAしまね
平田中央支店
研修ほ場（多久谷町）

会　場

座学･栽培研修
研修内容

柿
チャレンジ講座
柿
チャレンジ講座

JAしまね長浜支店
研修ほ場（浜町、西園町）

会　場

座学･栽培研修
研修内容

アスパラガス
＆神在ねぎ
チャレンジ講座

アスパラガス
＆神在ねぎ
チャレンジ講座

JAしまね湖陵支店
研修ほ場（大島町）

会　場

座学･栽培研修
研修内容

きゅうり
チャレンジ講座
きゅうり
チャレンジ講座

JＡしまね多伎支店
研修ほ場（多伎町）

会　場

座学･栽培研修
研修内容

多伎いちじく
チャレンジ講座
多伎いちじく
チャレンジ講座

ぶどうチャレンジ講座のようす アスパラガスの収穫のようす

　出雲市アグリビジネススクー
ルでは、新たに「きゅうりチャレン
ジ講座」を加えた次の５講座の
受講生を募集します。
　開講期間は令和８年1月から
12月までで、１年を通して各品
目の栽培技術を学ぶことが出来
ます。
　新規就農・定年帰農をめざす
方の応募をお待ちしています！

●座学では、栽培方法の基礎知識等を講義で学び、栽培研修では、研修ほ場で栽培技術や管
理作業などを学びます。

応募要件令和8年1月～12月受講期間

年額12,000円（1講座あたり）受講料

各講座10人定　員

令和7年11月28日（金）申込期限

①出雲市に住民登録のある人、または出雲市で農業を
はじめる人
②研修会場まで各自で通うことができる人
③必要最小限の農具を使用できる人
④受講中のけが等に備え傷害保険に加入できる人　　
（傷害保険の保険料は、受講生負担。受講料には、含みません。）

出雲市 農業支援センター
メール  industry@city.izumo.shimane.jp
℡ 21-6122　℻ 21-6998申込み・おたずね

！！！！！！！！募
募
募募 集
集
集集講

講
講講 生
生
生生受

受
受受

出雲市アグリ
ビジネススクール
出雲市アグリ
ビジネススクール

みんなで
100ダンに

挑戦 チョウと花
の

チャームバ
ンド作り

JAしまね出雲女性部

家の光
活用研修会開催
家の光

活用研修会開催

このような作品が
できました！

第２回農業用除草機械導入支援事業
出雲市

市では、物価高騰対策および省力化・省人化を目的として、
除草作業に必要な機械の購入に係る経費の一部を補助します。

補助対象経費
農地等（隣接周辺の官地を含む）の除草
作業に必要と認められる機械購入費
※自走式、無線式及びトラクター取付用
　アタッチメントに限る。

補助対象者
市内に在住または事務 所をお
き、市内で営農し、農業収入が主
たる収入である農業者

補助条件 ● 申請は１農業者につき１回限りです（第 1 回の補助対象者は申請できません）。
● 類似の補助（出雲市中小企業者等デジタル化・省力化等促進支援事業補助金）による

補助金交付を受けている方は申請できません。 ※除草機械に限る。
● 申請期限までに予算上限に達した場合、募集を締め切らせていただきます。 

申請方法
申請に必要となる書類をお持ちいただくか、
郵送または電子申請にて提出をお願いします。
詳しくは、右記の二次元コードから市HPを
ご確認ください。

詳しくは
こちら▼

受付期間

10月20日
　～11月21日

補助率・補助限度
対象経費の1／2以内
※千円未満切捨
　（補助上限50万円、下限5万円）

補助金に関する お問合せ先
出雲市役所農業振興課 TEL（0853）21-6557 FAX（0853）21-6998

IZUMO InformationIZUMO Information
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ご予約・お問い合わせは　湖陵町かんしょ生産組合　☎080-7213-0853 担当
石飛

※詳しくはご予約時に
ご確認ください

（掘取用の道具は準備しています）

どんとこい市場
日本海

神西湖

KBツヅキ

役場

郵便局

ラピタ
湖陵店

くにび
き海岸

道路

9

観光いも
ほり農園

開催中！西浜いも
観光いもほり農園

開催期間 アクセス11月3日（月・祝）まで（10：00～16：00）
（15：30受付終了）

入 園 料
10kg 程度

一区画 3,500円（税込）

持 ち 物 持ち帰り用の袋等は各自お持ちください どんとこい市場 出雲市湖陵町差海1237
カーナビ等で検索される場合はこちらを
目的地に設定してください

予約方法 お電話または、二次元コードにて
ご予約ください

　今年も10月15日に、平田野菜集荷所内で「ひらたの柿直売所」がオープンしました！
選果場から直送される採れたての柿のほか、干し柿「島根あんぽ」「スイートパー
シモン」をはじめとした加工品など多数取り揃えております。ぜひお立ち寄り
いただき、おいしい「ひらたの柿」をご賞味ください！

「ひらたの柿直売所」 出雲市平田町4336

営業期間 12月中旬頃まで ※収穫の具合により変更
　の場合があります。

営業時間 10：00～16：00  （期間中は休まず営業）

電話番号 0853-62-2960

そのほか、太秋柿、
陽豊柿など時期ご
とに旬の柿を販売
します。

西条柿、伊豆柿
10月中旬～ 11月上旬～

富有柿

ひらたの柿直
売所オープン！！

全国発送も

承っております

431

ジュンテンドー平田

一畑電車北松江線

山本園芸

平田ニューホンダ

直売所

※平日来園時は必ずご予約ください
（土日祝は予約なしの来園可）

　東
福
町
で
西
条
柿
、
陽
豊
柿
、
西
村
早
生
柿

な
ど
の
品
種
の
柿
を
栽
培
す
る
奥
敏
昭
さ
ん
。

奥
さ
ん
の
実
家
は
柿
を
栽
培
す
る
農
家
で
あ
り
、

県
内
「
柿
」
主
力
産
地
の
J
A
し
ま
ね
出
雲
平

田
柿
部
会
の
活
気
に
惹
か
れ
た
こ
と
か
ら
、
就

農
を
決
意
し
ま
し
た
。
現
在
は
父
親
の
圃
場
を

引
き
継
ぎ
、『
お
い
し
い
柿
を
消
費
者
に
届
け
た

い
』
と
い
う
思
い
で
、
日
々
栽
培
に
励
ん
で
い

ま
す
。

最
新
技
術
や
生
産
者
同
士
の
連
携
を
活

か
し
た
栽
培
管
理

　「圃
場
の
変
化
に
細
心
の
注
意
を
払
い
、
農
作

物
の
状
態
を
よ
く
観
察
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
」
と
話
す
奥
さ
ん
は
、
特
に
生
育
状
況
把

握
と
病
害
虫
の
早
期
発
見
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

気
象
情
報
を
こ
ま
め
に
確
認
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
全
圃
場
に
防
霜
・
潅
水
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を

設
置
。
気
温
に
応
じ
て
散
水
す
る
こ
と
で
凍
霜
害

を
防
い
で
い
ま
す
。
ま
た
、
一
部
で
行
う
施
設
栽

培
で
は
、
ハ
ウ
ス
内
に
温
度
セ
ン
サ
ー
を
設
置
。

温
度
デ
ー
タ
は
10
分
ご
と
に
更
新
さ
れ
、
異
常
が

あ
れ
ば
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る

た
め
、
離
れ
て
い
て
も
ハ
ウ
ス
内
の
状
況
を
把
握

で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　さ
ら
に
、
病
害
虫
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
「
カ

メ
ム
シ
や
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
な
ど
、
時
期
に
よ
っ
て

多
く
発
生
す
る
害
虫
を
見
つ
け
た
際
は
、す
ぐ
に

仲
間
と
情
報
共
有
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

と
話
す
な
ど
、
最
新
技
術
と
生
産
者
同
士
の
連
携

を
活
か
し
、
よ
り
良
い
栽
培
管
理
に
努
め
て
い
ま

す
。

計
画
的
に
栽
培
を
行
う

　奥
さ
ん
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
品
種
の
柿
に
加
え
、

デ
ラ
ウ
ェ
ア
や
桃
、
す
も
も
の
栽
培
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
1
年
を
通
し
て
の
作

業
量
確
保
と
危
険
分
散
の
た
め
、
他
の
作
物
の
栽

培
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」
と
話
し
、
温
度
管

理
や
施
肥
な
ど
を
調
整
す
る
こ
と
で
出
荷
時
期
を

ず
ら
す
な
ど
、
計
画
的
に
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　そ
れ
で
も
繁
忙
期
に
は
人
手
が
不
足
す
る
こ
と

が
あ
る
た
め
、
奥
さ
ん
は
1
日
単
位
で
農
業
バ
イ

ト
を
募
集
で
き
る
農
業
バ
イ
ト
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
「
d
a
y
w
o
r
k
」
を
活
用
。
J
A
し
ま

ね
管
内
で
も
こ
の
ア
プ
リ
を
い
ち
早
く
導
入
す
る

な
ど
、
多
く
の
人
の
協
力
を
得
な
が
ら
計
画
的
に

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

産
地
を
支
え
る

　ま
た
、
奥
さ
ん
は
生
産
者
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

指
導
農
業
士
と
し
て
農
業
研
修
の
受
け
入
れ
や
新

規
就
農
者
の
相
談
役
も
務
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

出
雲
市
農
業
委
員
会
に
も
所
属
し
、
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
と
し
て
地
域
の
農
地
の
現
状
把
握

や
利
用
調
整
に
も
尽
力
。
加
え
て
、
島
根
県
果
樹

技
術
研
究
会
な
ど
の
各
種
研
究
会
に
も
積
極
的
に

参
加
す
る
こ
と
で
、
得
た
知
識
や
技
術
を
生
産
者

間
で
共
有
す
る
な
ど
、
農
業
振
興
や
地
域
全
体
の

技
術
力
向
上
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。「
部
会
員

さ
ん
は
減
っ
て
き
ま
し
た
が
、
販
売
単
価
は
上
昇

し
て
き
て
い
る
「
ひ
ら
た
の
柿
」
の
栽
培
を
今
後

も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
し
、
生
産
者
の
仲
間
も

増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
話
す
奥
さ
ん
。
地
域

や
仲
間
へ
の
思
い
を

大
切
に
し
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も
お
い
し

い
柿
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

栽
培
面
積

・
柿　1.3

ヘ
ク
タ
ー
ル

・
そ
の
他
果
樹

　0.9
ヘ
ク
タ
ー
ル

品
種

：

　西
条
柿
、

　陽
豊
柿
、

　西
村
早
生
柿
他

お
く

と
し 

あ
き

奥 

　敏
昭
（52）

ー
　柿
　ー

さん

農家にSPOTIZUMO Information
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ご予約・お問い合わせは　湖陵町かんしょ生産組合　☎080-7213-0853 担当
石飛

※詳しくはご予約時に
ご確認ください

（掘取用の道具は準備しています）

どんとこい市場
日本海

神西湖

KBツヅキ

役場

郵便局

ラピタ
湖陵店

くにび
き海岸

道路
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開催中！西浜いも
観光いもほり農園

開催期間 アクセス11月3日（月・祝）まで（10：00～16：00）
（15：30受付終了）

入 園 料
10kg 程度

一区画 3,500円（税込）

持 ち 物 持ち帰り用の袋等は各自お持ちください どんとこい市場 出雲市湖陵町差海1237
カーナビ等で検索される場合はこちらを
目的地に設定してください

予約方法 お電話または、二次元コードにて
ご予約ください

　今年も10月15日に、平田野菜集荷所内で「ひらたの柿直売所」がオープンしました！
選果場から直送される採れたての柿のほか、干し柿「島根あんぽ」「スイートパー
シモン」をはじめとした加工品など多数取り揃えております。ぜひお立ち寄り
いただき、おいしい「ひらたの柿」をご賞味ください！

「ひらたの柿直売所」 出雲市平田町4336

営業期間 12月中旬頃まで ※収穫の具合により変更
　の場合があります。

営業時間 10：00～16：00  （期間中は休まず営業）

電話番号 0853-62-2960

そのほか、太秋柿、
陽豊柿など時期ご
とに旬の柿を販売
します。

西条柿、伊豆柿
10月中旬～ 11月上旬～

富有柿

ひらたの柿直
売所オープン！！

全国発送も
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当日は、農畜産物販売
・

飲食コーナー・ステー
ジイベントなど

多くの催し物をご用意
しております！

さらに、大抽選会も行
います！

皆様のご来場をお待ち
して

おります！

家の光11月号では、JAしまね出雲女性
部神西支部「笑にょば会」の記事も掲載
されています！ぜひご覧ください！

食
と
農
か
ら
始
ま
る

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ガ
ジ
ン

1

900円定価
（税込）

農業・地域・ＪＡの
リーダーのための
オピニオン誌

2

750円定価
（税込）

3食農教育をすすめる
子ども雑誌

600円定価
（税込）

家の光三誌 愛読者の仲間づくり運動展開中！！

お申し込み・お問い合わせは、
ＪＡしまね出雲地区本部各支店まで

「食と農」「暮らし」「協同」「家族」の４つのテーマを大切に人・
ＪＡ・地域の元気づくりを応援します。

お得な年間予約購読（前納）をお勧めしています。
誌　名
家の光
地上

ちゃぐりん

年間誌代
10,800円
9,000円
7,200円

前納割引
900円
750円
600円

前納年間誌代
9,900円
8,250円
6,600円

お知らせ第9回 JAしまね出雲地区本部JAしまね出雲地区本部

農業まつりを開催します！農業まつりを開催します！

令和7年11月9日 9：00～14：00日開催
日時

場　
　所

JAしまね出雲地区本部
特設会場

スローガン
国消国産でつながる
  持続可能な出雲の農業

各地区でも農業まつりを開催します。
また、そのほかに各地区で予定されている文化祭についても一部ご案内いたします。

※まつり・文化祭の内容や日程は、変更となる場合がございます。あらかじめご了承ください。

各地区農業まつり等のご案内

久多美コミセン
旧桧山小学校体育館
長浜コミセン
古志コミセン

四絡コミセン

JA鳶巣会館・鳶巣コミセン
ラピタひらた店駐車場
東部ぶどう集荷所
ＪＡ高松支店
朝山コミセン・朝山幼稚園
神西コミセン
ＪＡ湖陵支店
ＪＡ上津会館・上津コミセン
北浜コミセン（JA北浜会館）
旧西田小学校体育館
ＪＡ多伎支店
ＪＡ川跡支店
灘分コミセン・灘分小学校
西田コミセン
ＪＡ伊野会館・伊野コミセン
旧乙立小学校校庭
ＪＡ出雲東支店
佐田行政センター
ＪＡ神戸川支店
ＪＡ塩冶支店
旧鰐淵小学校体育館
国富コミセン
ＪＡ稗原会館・稗原コミセン
東コミセン
佐香コミセン
鰐淵コミセン

▼  開 催 場 所▼  ま つり名▼  地 区
第19回久多美フェスタ
ひやままつり秋の文化祭
くにびき産業文化祭
古志文化祭（24日は展示のみ）
よつがね秋まつり第41回四絡文化祭・
農業祭（農業祭は25日）
秋の鳶巣まつり（農業祭は26日）
ひらた農業まつり
第37回大社地区農業まつり
高松農業文化まつり
朝山地区文化祭
神西地区総合文化祭
湖陵農業まつり
上津地区総合文化祭
北浜地区文化祭
西田地区文化祭プレイベント
多伎支店農業まつり
川跡農業まつり
灘分地区文化祭
西田地区文化祭
伊野地区文化祭
乙立地区総合文化祭
大津農業まつり
JAまつり／スサノオごっとこいまつり
神戸川支店ふれあい農業まつり
JAしまね塩冶支店ふれあい感謝祭
鰐淵芸能大会
2025国富地区総合ふれあい文化祭
稗原地区総合文化祭・農業まつり
東地区文化祭
第46回佐香地区文化祭
鰐淵ふれあい祭

10月18・19日土日
10月19日日

10月24・25日金土
10月25・26日土日

10月26日日

11月1日土

11月2日日

11月3日月㊗

11月8日土
11月8日土PM
11月8・9日土日
11月9日日

久 多 美
桧 山
長 浜
古 志

四 絡

鳶 巣
平 田
大 社
高 松
朝 山
神 西
湖 陵
上 津
北 浜
西 田
多 伎
川 跡
灘 分
西 田
伊 野
乙 立
大 津
佐 田
神 戸 川
塩 冶
鰐 淵
国 富
稗 原
　 東 　
佐 香
鰐 淵

ご供養料

受付日時 11月9日（日） 午前10時～12時

出雲市駅南町2丁目1-5（JR出雲市駅南口前）
メモリア出雲

一家族 3,000円

0853-23-3331

人形受付後粗品進呈人形受付後粗品進呈
人形は当日13時からのご供養後、丁寧にお見送りさせて
いただきます。

※今回は人形のみの受付とし、ご来場者の供養祭参列
は行いません。

午前11時～12時

お家のお困り事
無料相談会

　平素はJA購買事業をご利用いただきありがとうございます。
　さて、現在グリーンセンター大社店において毎週木曜日を休
店日としていますが、人員不足等の理由から、やむを得ず令和7
年11月より他グリーンセンターにおいても休店日を設けること
となりました。
　組合員・利用者の皆様には、ご不便をお掛けすることとなり
ますが、何卒ご理解いただきますようお願いいたします。

●＝令和7年11月からの休店日

8：30～18：00

グリーンセンター出雲
グリーンセンター南
グリーンセンター平田
グリーンセンター大社

日月火水木金土店舗名
　　●
　　　●
　　　●
　　　　●

ぜひお出かけください！

営業
時間

3月～10月
8：30～17：0011月～2月

グリーンセンター各店舗の
休店日設定について

IZUMO InformationIZUMO Information
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当日は、農畜産物販売
・

飲食コーナー・ステー
ジイベントなど

多くの催し物をご用意
しております！

さらに、大抽選会も行
います！

皆様のご来場をお待ち
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おります！
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食
と
農
か
ら
始
ま
る

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ガ
ジ
ン
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人形は当日13時からのご供養後、丁寧にお見送りさせて
いただきます。

※今回は人形のみの受付とし、ご来場者の供養祭参列
は行いません。

午前11時～12時

お家のお困り事
無料相談会

　平素はJA購買事業をご利用いただきありがとうございます。
　さて、現在グリーンセンター大社店において毎週木曜日を休
店日としていますが、人員不足等の理由から、やむを得ず令和7
年11月より他グリーンセンターにおいても休店日を設けること
となりました。
　組合員・利用者の皆様には、ご不便をお掛けすることとなり
ますが、何卒ご理解いただきますようお願いいたします。

●＝令和7年11月からの休店日
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みんなの広場みんなの広場

●
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
答
え
、ま
さ

に
明
日
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
出
場
し
ま

す
。精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
知
井
宮
町
　N
・
K
さ
ん
）

●
タ
マ
イ
レ
で
す
が
、
今
年
の
地
区
民

体
育
祭
で
子
供
と
の
玉
入
れ
、
町
内
対

抗
の
玉
入
れ
な
ど
参
加
し
ま
し
た
。

（
口
宇
賀
町
　T
・
T
さ
ん
）

J
A
…
今
回
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

の
答
え
は
「
タ
マ
イ
レ
」
で
し
た
！
み
な

さ
ん
の
回
答
を
見
な
が
ら
、
運
動
会
や
ス

ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
、
様
々
な
行
事
を
思
い

出
し
ま
す
。
私
は
ジ
ム
に
通
っ
て
い
ま
す

が
、
夏
は
暑
く
て
気
分
が
乗
ら
ず
…
。
少

し
涼
し
く
な
っ
て
き
て
運
動
す
る
と
す
ぐ

に
筋
肉
痛
に
…
。
み
な
さ
ん
も
体
を
動
か

さ
れ
る
時
は
無
理
せ
ず
、
怪
我
の
な
い
よ

う
、
楽
し
く
運
動
し
ま
し
ょ
う
!!

●
今
夏
も
猛
暑
で
ま
い
り
ま
し
た
が
少
し

涼
し
く
な
っ
た
よ
う
で
、過
ご
し
や
す
く

な
り
ま
し
た
ね
。（
武
志
町
　M
・
K
さ
ん
）

●
夏
の
猛
暑
で
絶
え
ず
エ
ア
コ
ン
を
使

用
し
て
い
ま
し
た
。こ
の
間
か
ら
一
気
に

気
温
が
下
が
り
、朝
寒
い
く
ら
い
で
し
た
。

ト
ン
ボ
が
集
団
で
舞
っ
て
い
た
り
で
、遅

い
秋
に
な
っ
た
と
実
感
し
ま
し
た
。風
邪

を
ひ
か
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
た
い
と

思
い
ま
す
。 

　（今
市
町
　E
・
Y
さ
ん
）

J
A
…
広
報
誌
の
編
集
を
し
て
い
る
9

月
末
、だ
ん
だ
ん
と
涼
し
く
な
り
、秋
を

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。こ
の

時
期
は
、急
激
な
気
温
変
化
や
寒
暖
差
も

目
立
ち
ま
す
。み
な
さ
ん
体
調
に
は
十
分

に
気
を
付
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い

●
表
紙
を
飾
っ
た
ケ
イ
ト
ウ
、あ
ざ
や
か

な
赤
、目
が
覚
め
る
よ
う
で
す
ね
。作
ら
れ

た
方
々
が
お
ら
れ
る
の
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
よ
ね
。た
く
さ
ん
咲
き
ほ
こ
っ
て

い
る
畑
本
当
に
ス
テ
キ
で
す
。お
花
は
本

当
に
い
い
で
す
ね
。な
が
め
て
い
る
と
心

が
な
ご
み
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
き
れ
い
な

お
花
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。 

（
小
境
町
　F
・
N
さ
ん
）

J
A
…
今
回
は
表
紙
に
飾
ら
れ
て
い
る

ケ
イ
ト
ウ
に
関
す
る
お
た
よ
り
を
多
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。あ
ざ
や
か
な
赤
色
で

つ
い
つ
い
惹
か
れ
る
、そ
ん
な
お
花
で
す

ね
。ま
た
、秋
は
紅
葉
な
ど
も
楽
し
む
こ

と
の
で
き
る
季
節
で
す
。過
ご
し
や
す
く
、

自
然
を
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
季
節
。

秋
を
楽
し
み
た
い
で
す
ね
♡

健康ライフかわら版健康ライフかわら版

輝
け！
いずもスマイル

お問い合わせ先 出雲保健所健康増進課　TEL ２１－8785

　２人に１人はがんになる時代と言われています。がんの罹患率は多くの部位では 40 歳代から 50
歳代以降、年齢が高くなるにつれて高くなります。

「受けて安心 がん検診」

自覚症状がないから「自分は大丈夫」と思っていませんか？
　早期のがんを見つけ、早い段階で適切に治療し、がんによる死亡を減らすこと、治療や療養
期間を減らし生活の質を維持することが、がん検診の役割です。
　愛する家族のためにも、定期的にがん検診を受けましょう！

　職場の健診や人間ドックなどで受診する機会があり
ます。
　市町村では、住民検診として有効性が確立された
５つのがん検診（肺がん、胃がん、大腸がん、乳がん、
子宮頸がん）を実施していますので、市町村のがん
検診も活用しましょう！

がん検診を受けるには？

事
業
所
等
で
働
い
て
い
る

事業所等が
がん検診を
行っている

事業所等で
受けましょう

市
町
村
の
が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

いいえ

ま
た
は

いいえ 受診出来な
かった場合

はい はい

市町村別がん検診
情報はこちら
島根県ホームページ

が
ん
検
診
に 

　
　行
こ
う
！

〒693-8585
出雲市今市町106番地1
JAしまね出雲地区本部内

「広報誌JAしまねびより」編集係 宛

あ
て
先

izumokouhou.izm@ja-shimane.gr.jp
メールでの投稿も大歓迎！

読者のみなさんからの投稿コーナーです。
最近あった「楽しかったこと」「最近思うこ
と」「感動したこと」…ぜひお聞かせくださ
い。写真や絵手紙・イラストも大募集！！

※検診受診の際は対象年齢等確認しましょう
令和7年

11月14日金

応 募 締 切

申込先
ＪＡしまね出雲地区本部
ふれあい福祉課まで

受講料 1,000円募集定員 20名
持ち物 筆記用具

日　時 12月6日土 10:00～11:30

受講対象者 ＪＡしまね出雲地区本部管内在住の
20～50代の女性の方

場　所 ＪＡしまね出雲地区本部401会議室

TEL 21-6013
mail fureaifukushi.izm@ja-shimane.gr.jp

FAX 21-6015

「いずもJA女子大学特別講座」12月講座のご案内です！
皆様のご参加をお待ちしております！

受講者

大募集
！受講者

大募集
！
いずもJA女子大学
特別講座

いずもJA女子大学
特別講座

　高松地区で水稲栽培を行う株式会社いすこ。令和 7
年 1 月より農業法人として活動を始めました。現在、白
枝町を中心に 35ha・160 枚の圃場でハナエチゼン、つ
きあかり、コシヒカリ、つや姫、きぬむすめ、みほひか
りなど様々な品種の栽培に取り組んでいます。
　専業農家として、長年水稲栽培に携わっている代表
取締役の岸勝範さん。安全安心なお米作りに努め、美
味しまね認証や有機 JAS 認証の取得、化学肥料や農薬
を使用しない有機栽培米の生産にも積極的に取り組ん
でいます。しかし、農業における従事者の高齢化や人
手不足の問題は今後さらに進むと考えており、将来にお
いても安全安心でおいしいお米を作り続けるため、スマー
ト農業にも目を向けています。親類である安川翼さんと
ともに、CHC ナビの導入、アイガモロボットや紙マルチ
の活用、マイコス菌を利用した乾田直播栽培など様々な
最先端技術を導入し、作業効率向上と環境負荷軽減を
目指した栽培に挑戦。持続可能な農業の実現に向けて、
日々努力を重ねています。
　「地域、従業員、そしてお米を手に取るお客様全員が

“いすこ” になるように」会社名に込めた想いをそう話す
岸代表。出雲地方の方言で「良い具合に」という意味
のとおり「みんなが幸せで、いすこになるように」とい
う想いを大切にし、株式会社いすこはこれからも安全安
心でおいしいお米作りに取り組んでいきます。

出雲市白枝町

株式会社 いすこ

安川　翼さん（29歳・右）
やすかわ　  つばさ

岸　勝範さん（68歳・左）
きし　　かつのり
代表取締役

12月の
講座はこちら

モノを手放すことで、住まいと心が整い、
笑顔が増えます。

日々の暮らしがふっと軽くなる
断捨離のお話です。

はじめての断捨離

たがわゆみ
やましたひでこ公認
断捨離®トレーナー

講師名

電話、FAX、メールにて
お申し込みください
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みんなの広場みんなの広場

●
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
答
え
、ま
さ

に
明
日
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
出
場
し
ま

す
。精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
知
井
宮
町
　N
・
K
さ
ん
）

●
タ
マ
イ
レ
で
す
が
、
今
年
の
地
区
民

体
育
祭
で
子
供
と
の
玉
入
れ
、
町
内
対

抗
の
玉
入
れ
な
ど
参
加
し
ま
し
た
。

（
口
宇
賀
町
　T
・
T
さ
ん
）

J
A
…
今
回
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

の
答
え
は
「
タ
マ
イ
レ
」
で
し
た
！
み
な

さ
ん
の
回
答
を
見
な
が
ら
、
運
動
会
や
ス

ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
、
様
々
な
行
事
を
思
い

出
し
ま
す
。
私
は
ジ
ム
に
通
っ
て
い
ま
す

が
、
夏
は
暑
く
て
気
分
が
乗
ら
ず
…
。
少

し
涼
し
く
な
っ
て
き
て
運
動
す
る
と
す
ぐ

に
筋
肉
痛
に
…
。
み
な
さ
ん
も
体
を
動
か

さ
れ
る
時
は
無
理
せ
ず
、
怪
我
の
な
い
よ

う
、
楽
し
く
運
動
し
ま
し
ょ
う
!!

●
今
夏
も
猛
暑
で
ま
い
り
ま
し
た
が
少
し

涼
し
く
な
っ
た
よ
う
で
、過
ご
し
や
す
く

な
り
ま
し
た
ね
。（
武
志
町
　M
・
K
さ
ん
）

●
夏
の
猛
暑
で
絶
え
ず
エ
ア
コ
ン
を
使

用
し
て
い
ま
し
た
。こ
の
間
か
ら
一
気
に

気
温
が
下
が
り
、朝
寒
い
く
ら
い
で
し
た
。

ト
ン
ボ
が
集
団
で
舞
っ
て
い
た
り
で
、遅

い
秋
に
な
っ
た
と
実
感
し
ま
し
た
。風
邪

を
ひ
か
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
た
い
と

思
い
ま
す
。 

　（今
市
町
　E
・
Y
さ
ん
）

J
A
…
広
報
誌
の
編
集
を
し
て
い
る
9

月
末
、だ
ん
だ
ん
と
涼
し
く
な
り
、秋
を

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。こ
の

時
期
は
、急
激
な
気
温
変
化
や
寒
暖
差
も

目
立
ち
ま
す
。み
な
さ
ん
体
調
に
は
十
分

に
気
を
付
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い

●
表
紙
を
飾
っ
た
ケ
イ
ト
ウ
、あ
ざ
や
か

な
赤
、目
が
覚
め
る
よ
う
で
す
ね
。作
ら
れ

た
方
々
が
お
ら
れ
る
の
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
よ
ね
。た
く
さ
ん
咲
き
ほ
こ
っ
て

い
る
畑
本
当
に
ス
テ
キ
で
す
。お
花
は
本

当
に
い
い
で
す
ね
。な
が
め
て
い
る
と
心

が
な
ご
み
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
き
れ
い
な

お
花
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。 

（
小
境
町
　F
・
N
さ
ん
）

J
A
…
今
回
は
表
紙
に
飾
ら
れ
て
い
る

ケ
イ
ト
ウ
に
関
す
る
お
た
よ
り
を
多
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。あ
ざ
や
か
な
赤
色
で

つ
い
つ
い
惹
か
れ
る
、そ
ん
な
お
花
で
す

ね
。ま
た
、秋
は
紅
葉
な
ど
も
楽
し
む
こ

と
の
で
き
る
季
節
で
す
。過
ご
し
や
す
く
、

自
然
を
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
季
節
。

秋
を
楽
し
み
た
い
で
す
ね
♡

健康ライフかわら版健康ライフかわら版

輝
け！
いずもスマイル

お問い合わせ先 出雲保健所健康増進課　TEL ２１－8785

　２人に１人はがんになる時代と言われています。がんの罹患率は多くの部位では 40 歳代から 50
歳代以降、年齢が高くなるにつれて高くなります。

「受けて安心 がん検診」

自覚症状がないから「自分は大丈夫」と思っていませんか？
　早期のがんを見つけ、早い段階で適切に治療し、がんによる死亡を減らすこと、治療や療養
期間を減らし生活の質を維持することが、がん検診の役割です。
　愛する家族のためにも、定期的にがん検診を受けましょう！

　職場の健診や人間ドックなどで受診する機会があり
ます。
　市町村では、住民検診として有効性が確立された
５つのがん検診（肺がん、胃がん、大腸がん、乳がん、
子宮頸がん）を実施していますので、市町村のがん
検診も活用しましょう！

がん検診を受けるには？

事
業
所
等
で
働
い
て
い
る

事業所等が
がん検診を
行っている

事業所等で
受けましょう

市
町
村
の
が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

いいえ

ま
た
は

いいえ 受診出来な
かった場合

はい はい

市町村別がん検診
情報はこちら
島根県ホームページ

が
ん
検
診
に 

　
　行
こ
う
！

〒693-8585
出雲市今市町106番地1
JAしまね出雲地区本部内

「広報誌JAしまねびより」編集係 宛

あ
て
先

izumokouhou.izm@ja-shimane.gr.jp
メールでの投稿も大歓迎！

読者のみなさんからの投稿コーナーです。
最近あった「楽しかったこと」「最近思うこ
と」「感動したこと」…ぜひお聞かせくださ
い。写真や絵手紙・イラストも大募集！！

※検診受診の際は対象年齢等確認しましょう
令和7年

11月14日金

応 募 締 切

申込先
ＪＡしまね出雲地区本部
ふれあい福祉課まで

受講料 1,000円募集定員 20名
持ち物 筆記用具

日　時 12月6日土 10:00～11:30

受講対象者 ＪＡしまね出雲地区本部管内在住の
20～50代の女性の方

場　所 ＪＡしまね出雲地区本部401会議室

TEL 21-6013
mail fureaifukushi.izm@ja-shimane.gr.jp

FAX 21-6015

「いずもJA女子大学特別講座」12月講座のご案内です！
皆様のご参加をお待ちしております！

受講者

大募集
！受講者

大募集
！
いずもJA女子大学
特別講座

いずもJA女子大学
特別講座

　高松地区で水稲栽培を行う株式会社いすこ。令和 7
年 1 月より農業法人として活動を始めました。現在、白
枝町を中心に 35ha・160 枚の圃場でハナエチゼン、つ
きあかり、コシヒカリ、つや姫、きぬむすめ、みほひか
りなど様々な品種の栽培に取り組んでいます。
　専業農家として、長年水稲栽培に携わっている代表
取締役の岸勝範さん。安全安心なお米作りに努め、美
味しまね認証や有機 JAS 認証の取得、化学肥料や農薬
を使用しない有機栽培米の生産にも積極的に取り組ん
でいます。しかし、農業における従事者の高齢化や人
手不足の問題は今後さらに進むと考えており、将来にお
いても安全安心でおいしいお米を作り続けるため、スマー
ト農業にも目を向けています。親類である安川翼さんと
ともに、CHC ナビの導入、アイガモロボットや紙マルチ
の活用、マイコス菌を利用した乾田直播栽培など様々な
最先端技術を導入し、作業効率向上と環境負荷軽減を
目指した栽培に挑戦。持続可能な農業の実現に向けて、
日々努力を重ねています。
　「地域、従業員、そしてお米を手に取るお客様全員が

“いすこ” になるように」会社名に込めた想いをそう話す
岸代表。出雲地方の方言で「良い具合に」という意味
のとおり「みんなが幸せで、いすこになるように」とい
う想いを大切にし、株式会社いすこはこれからも安全安
心でおいしいお米作りに取り組んでいきます。

出雲市白枝町

株式会社 いすこ

安川　翼さん（29歳・右）
やすかわ　  つばさ

岸　勝範さん（68歳・左）
きし　　かつのり
代表取締役

12月の
講座はこちら

モノを手放すことで、住まいと心が整い、
笑顔が増えます。

日々の暮らしがふっと軽くなる
断捨離のお話です。

はじめての断捨離

たがわゆみ
やましたひでこ公認
断捨離®トレーナー

講師名

電話、FAX、メールにて
お申し込みください
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